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Ⅰ はじめに 
 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により、平成２０年度から教育委

員会の事務の管理及び執行の状況について、点検・評価を実施するよう規定されまし

た。本市教育委員会においても、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況

について点検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとと

もに、公表しています。 

 

【参考】  地方教育行政の組織及び運営に関する法律 抜粋 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  
第２６条  教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務

局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。  
２  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 
  

本報告書は、第２期敦賀市教育振興基本計画に掲げた施策に関連する予算事業の実

施結果を示すとともに、教育委員会の各種活動状況について点検・評価をした結果を

取りまとめたものです。 

点検・評価に際しては、外部の知見を活用するため、基本方針単位（様式１）、基本

施策単位（様式２）、予算事業単位（様式３）で調書を作成のうえ、学識経験者である

福井大学大学院連合教職開発研究科 中森一郎先生、福井県立大学地域連携センター 

黒田祐二先生のお二人にご意見をいただきました。 
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基
本
方
針

 
基
本
施
策

 
目
指
す
べ
き
方
向
性

 

（
１
）
学
校

教
育
の
充

実
 

①
 
学
び
の
芽
生
え
を
育
む
幼
児
教
育
の
推
進

 
○
子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
の
保
証

 
○
保
護
者
や
地
域
住
民
の
参
加
型
事
業
等
の
推
進

 
〇
「家
庭
学
習
ガ
イ
ド
」
の
配
布
に
よ
る
幼
児
教
育
か
ら
学
校
教
育
へ
の
接
続

 

②
 
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
力
を
身
に
付
け
る
教
育
の
推
進

 
○
中
学
校
区
で
の
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
及
び
「授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
」の
視
点
追
加

 
○
「ふ
る
さ
と
素
材
」
を
活
か
し
た
教
科
・
体
験
学
習
の
促
進

 
 

○
企
業
や
高
校
等
と
の
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成

 
○
学
校
図
書
館
支
援
員
の
継
続
的
配
置

 

③
 
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
外
国
語
教
育

の
推
進

 

○
言
語
活
動
を
中
心
に
据
え
た
授
業
改
善

 
○
小
中
の
授
業
交
流
等
の
充
実

 
○

C
A

N
-D

O
リ
ス
ト
に
よ
る
達
成
状
況
の
把
握

 
 

〇
中
学
校
に
お
け
る
英
語
で
行
う
授
業
の
基
本
化

 
○
英
語
で
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
や
り
取
り
す
る
授
業
の
充
実

 
 

④
 
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進

 
○
個
別
の
支
援
・指
導
の
充
実

 
 
○
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築

 

⑤
 
健
や
か
な
体
の
育
成
を
目
指
し
た
健
康
・
安
全
教
育
の

推
進

 

○
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
と
う
歯
罹
患
率
の
低
下
の
た
め
の
予
防
教
育
の
実
施

 
○
計
画
的
な
体
力
づ
く
り
の
推
進

 
〇
通
学
路
の
安
全
確
保
と
登
下
校
中
の
事
故
防
止

 

○
「ふ
る
さ
と
敦
賀
」の
食
材
を
利
用
し
た
給
食
の
提
供
と
指
導

 
○
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
組
織
化

 
〇
実
情
に
合
わ
せ
た
防
災
訓
練
等
の
実
施

 
 

⑥
 
い
じ
め
や
不
登
校
を
予
防
し
、
防
止
す
る
生
徒
指
導
体

制
の
推
進

 

○
「い
じ
め
対
策
委
員
会
」等
、
実
効
性
あ
る
生
徒
指
導
体
制
に
よ
る
事
案
対
処

 
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
健
全
活
用
の
た
め
の
支
援

 
 

 

○
家
庭
・地
域
・適
応
指
導
教
室
・関
係
機
関
等
と
の
連
携

 
〇
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
温
か
く
寄
り
添
う
指
導
者
の
育
成

 

⑦
 
児
童
・
生
徒
数
や
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
学
校
の
整
備

 
○

IC
T
環
境
の
整
備

 
 
○
小
中
一
貫
教
育
体
制
の
充
実

 
〇
学
校
施
設
の
長
寿
命
化

 

⑧
 
社
会
の
変
化
に
応
じ
た
教
育
活
動
を
行
う
た
め
の
教
職

員
の
資
質
及
び
指
導
力
の
向
上

 

○
外
部
講
師
と
の
連
携

 
○
小
中
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
る
授
業
改
善

 
〇
自
主
的
に
研
修
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

 

○
「人
道
の
港
」敦
賀
と
し
て
の
人
権
教
育
推
進
を
目
指
し
た
教
職
員
の
国
際
的
視
野
拡
大
と
意
識
向
上

 

（
２
）
社
会

教
育
の
充

実
と
活
性

化
 

⑨
 
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成

 
○
地
区
団
体
等
の
自
主
活
動
の
支
援

 
〇
地
域
振
興
に
取
り
組
む
地
区
組
織
の
支
援

 
○
「知
の
拠
点
」と
し
て
の
図
書
館
に
市
民
の
課
題
解
決
に
役
立
つ
情
報
の
提
供

 
 

〇
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
実
施
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の
協
働

 
〇
ふ
る
さ
と
づ
く
り
等
に
努
め
る
社
会
教
育
団
体
の
支
援

 
〇
市
民
憲
章
を
柱
と
し
た
郷
土
愛
の
醸
成

 

⑩
 
社
会
的
な
課
題
に
対
応
す
る
生
涯
学
習
の
推
進

 
○
社
会
情
勢
、
地
域
の
課
題
、
住
民
の
興
味
の
把
握

 
 
○
高
齢
者
学
級
や
自
主
教
室
等
の
充
実

 
○
人
権
意
識
の
高
揚

 
 

○
｢家
庭
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
｣を
活
用
し
た
家
庭
教
育
支
援

 
〇
道
徳
の
出
前
授
業
等
の
実
施
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
差
別
や
い
や
が
ら
せ
の
防
止

 

⑪
 
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・充
実

 
○
計
画
的
な
施
設
の
補
修
や
整
備

 
 
〇
講
座
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備

 
○
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
雰
囲
気
づ
く
り
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
充
実

 

⑫
 
地
域
等
と
連
携
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成

 
○
年
間
を
通
じ
た
補
導
巡
視
の
実
施

 
○
見
守
り
隊
と
の
連
携

 
○
思
い
や
り
や
助
け
合
い
の
心
の
育
成

 
 

〇
野
外
・集
団
活
動
を
体
験
す
る
｢少
年
自
然
の
家
｣の
活
動
内
容
の
充
実

 
〇
地
域
住
民
の
参
画
等
に
よ
る
小
学
生
の
居
場
所
づ
く
り

 

（
３
）
文
化

の
振
興
・

支
援

 

⑬
 
文
化
意
識
の
向
上

 
○
優
れ
た
舞
台
芸
術
鑑
賞
機
会
の
提
供

 
 
○
展
示
会
の
充
実

 
○
個
人
や
団
体
へ
の
奨
励

 
〇
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
文
化
活
動
の
継
続
支
援

 

⑭
 
市
民
文
化
の
活
動
拠
点
の
整
備
・充
実

 
○
文
化
施
設
の
適
切
な
管
理
運
営

 
○
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
施
設
運
営

 
○
市
立
博
物
館
の
企
画
展
示
開
催

 
〇
み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館
の
シ
ア
タ
ー
改
修

 

⑮
 
文
化
財
の
保
護
・支
援

 
○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
広
報
普
及

 
 
○
保
存
団
体
等
の
支
援
と
教
育
普
及

 
〇
校
外
学
習
や
研
修
会
等
へ
の
講
師
派
遣
に
よ
る
学
習
支
援

 
○
指
定
文
化
財
指
定
件
数
の
増
加

 

○
指
定
文
化
財
の
所
有
者
等
へ
の
協
力
支
援

 
〇
｢文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
｣の
策
定

 

⑯
 
文
化
財
の
活
用
の
推
進

 
○
修
復
整
備
の
推
進

 
〇
郷
土
の
歴
史
や
市
内
文
化
財
の
研
究
推
進

 
○
｢埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
｣の
整
備

 
○
生
涯
学
習
・
学
校
教
育
・観
光
振
興
と
連
携
し
た
情
報
発
信

 

（
４
）
ス
ポ

ー
ツ
の
振

興
及
び
推

進
 

⑰
 
競
技
レ
ベ
ル
向
上
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

 
○
国
体
開
催
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
と
知
見
等
の
活
用

 
 
○
個
人
や
団
体
へ
の
奨
励

 

⑱
 
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

 
○
生
涯
に
わ
た
り
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
が
実
現
で
き
る
環
境
づ
く
り

 
○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
参
加
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

 

⑲
 
人
の
つ
な
が
り
を
再
生
す
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
推
進

 
○
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
促
進

 
○
生
活
・学
習
習
慣
の
乱
れ
や
携
帯
型
情
報
端
末
の
依
存
防
止

 
○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備

 

⑳
 
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

 
○
施
設
の
維
持
管
理
・整
備
・充
実
化

 
○
市
民
ニ
ー
ズ
や
活
動
実
態
を
捉
え
た
老
朽
化
施
設
等
の
精
査

 

 

１
 
本
市
が
目
指
す
教
育
の
姿

 

｢白
砂
青
松
｣の

地
で
あ
る
敦
賀
を
愛
し
、
郷
土
の
発
展
に
貢
献
す
る
活
力
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
先
人
が
築
き
上
げ
た

 

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
｢人

道
の
港
｣敦

賀
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
教
育
を
推
進
す
る
。
 

 

２
 
計
画
体
系

 

基
本
 

理
念
 

令
和
３
年
４
月

 
敦
賀
市
教
育
委
員
会
発
行

 

第
２
期

 敦
賀
市
教
育
振
興
基
本
計
画
［
概
要
版
］

 

〈
令
和
３
～
７
年
度
〉
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Ⅱ 点検・評価について 
 

 １ 対象期間 

   令和６年度（令和６年４月～令和７年３月） 

 

 ２ 点検・評価方法 

 （１）点検・評価調書の作成 

    ・教育委員会において点検・評価調書を作成 

 （２）点検・評価調書の内容確認、意見付与 

    ・学識経験者による点検・評価調書の内容確認及び意見付与 

 （３）点検・評価報告書の公表 

    ・点検・評価報告書を作成し市議会に提出するとともに、市のホームページ

で公表 

 

 ３ 各調書の内容や役割 

区分 内容や役割 

様式１ ・教育振興基本計画に掲げる計画目標を記載（基本方針単位で作成） 

・令和７年度の目標数値を目指し、年度ごとの達成状況を管理する。 

様式２ ・教育振興基本計画の各基本施策に掲げる取り組みについて、実施内容や

今後の方向性等を記載（基本施策単位で作成） 

・様式３に記載する各予算事業を総括し、基本施策全体の評価を行う。 

様式３ ・教育振興基本計画の各基本施策に関連する予算事業を記載 

（予算事業単位で作成） 

・予算事業ごとの取り組み状況や課題等を整理し、詳細な分析評価を行う。 

 

【点検・評価フロー】 

 

点検・評価に係る学識経験者 

敦賀市教育委員会 

市議会 市 民 

１ 点検・評価調書の 

作成 

２ 点検・評価調書の 

内容確認・意見付与 

３ 点検・評価報告書

を市議会へ提出 

４ 点検・評価報告書の 

公表 
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ハートフル・スクール

教育研究室

粟野スポーツセンター
（体育館・グラウンド）

プ ー ル
（花城・愛発）

指 導 係

スポーツ振興課

施 設 係

花城テニスコート

松 原 運 動 場

市民文化センター きらめきスタジアム

博 物 館 中郷スポーツ広場

みなとつるが山車会館 市 営 野 球 場

総合運動公園
公 民 館

体 育 館

文 化 振 興 係

文化振興課

文 化 財 係

武 道 館

図 書 館

プ ラ ザ 萬 象

生涯学習センター 少年愛護センター

少 年 自 然 の 家

学校教育課

指 導 係

幼 稚 園

教

育

委

員

会

事

務

局

学校給食センター
生涯学習課 総 務 係

小 学 校
総 務 係

教育総務課
中 学 校

庶 務 係 学校給食推進室

Ⅲ 教育委員会組織（令和６年度）
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Ⅳ 令和６年度敦賀市教育委員会の活動状況 
 

 教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の定めるところ

により、学校その他教育機関の設置・管理、その他の教育事務を執行することを

職務権限とする行政委員会であり、教育長及び４人の委員をもって組織される

合議体の執行機関です。 

 教育行政の基本的な施策の決定や諸問題の解決策の重要案件等を処理するた

め、原則として、毎月１回開催する定例会と、必要に応じ緊急案件を処理するた

めに開催する臨時会のほか、事務局との情報交換・事務報告・その他の打合せ等

を行っています。 

 

（１）委員名簿 

 令和６年４月１日～令和６年６月２８日 

役職 氏名 

教育長 上野  弘 

教育長職務代理者 岸本 松則 

委員 中宮 智子 

委員 堺  啓輔 

委員 宮川 和彦 

 

令和６年６月２９日～令和７年３月３１日 

役職 氏名 

教育長 花木 秀実 

教育長職務代理者 岸本 松則 

委員 中宮 智子 

委員 堺  啓輔 

委員 宮川 和彦 

 

（２）教育委員会の開催状況 

 開催回数：定例１２回、臨時なし 

 議  事：諸般の報告事項（議事録確認、共催・後援事業 １１７件、寄附採

納２８件、予算、行事予定 等）及び以下の審議事項 

回（開催日） 審議事項 

令和６年第４回定例

（４月５日） 

第１１号 臨時代理の承認の件（敦賀市教育委

員会文書規程の一部改正の件） 

第１２号 臨時代理の承認の件（敦賀市幼稚園

管理運営に関する規則の一部改正の

件） 

第１３号 敦賀市少年愛護センター補導員解嘱

の件 
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回（開催日） 審議事項 

 第１４号 令和６・７年度敦賀市スポーツ推進

委員委嘱の件 

令和６年第５回定例

（５月８日） 

第１５号 臨時代理の承認の件（職員の懲戒処

分の件） 

第１６号 学校評議員委嘱の件 

第１７号 敦賀市教育支援委員会委員委嘱の件 

第１８号 敦賀市少年愛護センター補導員委

嘱・解嘱の件 

第１９号 敦賀市文化芸術事業企画審査委員会

委員委嘱の件 

令和６年第６回定例

（５月２９日） 

第２０号 令和 6・7年度 敦賀市社会教育委員

委嘱の件 

第２１号 令和 6・7年度 敦賀市少年愛護セン

ター運営委員委嘱の件 

第２２号 敦賀市少年愛護センター補導員委

嘱・解嘱の件 

第２３号 敦賀市立少年自然の家運営協議会委

員委嘱の件 

第２４号 敦賀市立図書館協議会委員委嘱の件 

第２５号 令和 5・6年度敦賀市スポーツ振興審

議会委員任命の件 

第２６号 令和 6・7年度 公民館運営審議会委

員委嘱の件 

令和６年第７回定例

（７月４日） 

第２７号 非公開 

令和６年第８回定例

（８月２日） 

第２８号 令和７年度使用中学校教科用図書採

択決議の件 

第２９号 敦賀市文化財保存活用地域計画策定

協議会委員委嘱の件 

令和６年第９回定例

（９月５日） 

第３０号 令和６年度教育委員会表彰規程に基

づく被表彰者選考の件 

第３１号 令和５年度敦賀市教育委員会の自己

点検・評価報告書提出の件 

第３２号 武田耕雲斎等墓ガイダンス施設及び

水戸烈士記念館（旧鯡蔵）設置要綱の

制定の件 
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回（開催日） 審議事項 

令和６年第１０回定例

（１０月４日） 

第３３号 敦賀市立図書館運営規則の一部改正

の件 

令和６年第１１回定例

（１１月１日） 

― 案件なし 

令和６年第１２回定例

（１１月２０日） 

― 案件なし 

令和７年第１回定例

（１月８日） 

第１号 臨時代理の承認の件（教育委員会文

書規程の全部改正の件） 

第２号 臨時代理の承認の件（教育委員会公

印規則の一部改正の件） 

第３号 いじめ重大事態に係る再発防止策に

ついて 

令和７年第２回定例

（２月５日） 

第４号 教育に関する議案に対する教育委員

会の意見の件 

第５号 「学校における医療的ケア実施に関

するガイドライン」及び「医療的ケア

実施に係る手続きと様式集」策定の

件 

令和７年第３回定例

（２月２８日） 

第６号 議案に対する意見聴取について 

第７号 敦賀市生涯学習センターの設置及び

管理に関する条例施行規則の一部改

正の件 

第８号 敦賀市公民館設置及び管理に関する

条例施行規則の一部改正の件 

第９号 敦賀市プラザ萬象の設置及び管理に

関する条例施行規則の一部改正の件 

第１０号 柴田氏庭園保全整備委員会委員委嘱

の件 

 
（３）総合教育会議の開催状況 

 開催回数：１回 

回 開催日 協議事項 

１回 令和７年１月１４日 （１）教育委員会と市長部局との事務分担

について 

（２）敦賀市のいじめの現状と対策につい

て 
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（４）学校訪問 

 実施日 学校名 参加者 

前 
 

期 

５月 

２３日 粟野小学校 教育長・委員１名 

２９日 松陵中学校 教育長・委員１名 

３１日 敦賀南小学校 教育長 

６月 

２６日 沓見小学校 教育長 

２７日 粟野中学校 教育長・委員２名 

２８日 
松原小学校 教育長・委員１名 

角鹿小中学校 教育長・委員２名 

７月 

１日 敦賀西小学校 教育長 

３日 中央小学校 教育長・委員２名 

 ４日 黒河小学校 教育長・委員２名 

  ５日 中郷小学校 教育長・委員１名 

 ８日 東浦小中学校 教育長・委員２名 

１０日 気比中学校 教育長・委員２名 

１２日 粟野南小学校 教育長・委員２名 

後 
 

期 

１０月 
３０日 沓見小学校 教育長 

３１日 松陵中学校 教育長 

１１月 

１２日 松原小学校 教育長 

１４日 中郷小学校 教育長 

１５日 黒河小学校 教育長 

２０日 敦賀南小学校 教育長 

２１日 中央小学校 教育長・委員１名 

２２日 粟野南小学校 教育長・委員１名 

２５日 粟野小学校 教育長・委員１名 

１２月 

 ５日 沓見小学校 委員１名 

 ６日 松陵中学校 委員１名 

 ９日 角鹿小中学校 教育長・委員１名 

１１日 気比中学校 教育長・委員１名 

１２日 敦賀西小学校 教育長 

１３日 粟野中学校 教育長・委員２名 

１６日 東浦小中学校 教育長 
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令和６年度 

点検・評価調書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 点検・評価調書 
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（様式２）

自己評価区分

Ａ　：　前進

Ｂ　：　維持（前進もしくは後退について判断が難しいものや判断ができないものを含む）

Ｃ　：　後退

課題に対する今後の方向性

①②現場の意見を反映させながら、「就学相談の手引き」や「移行支援シート」などを改訂し、
よりよい支援へとつなげていく。
③「就学相談の手引き」の送付、園長会での説明、指導主事の園訪問などを行い、就学の手
続などを丁寧に説明していく。
④特別支援コーディネーターの研修会、通級担当者の研修会、管理職対象の研修会などを行
い、校内の支援体制の充実を図る。

自己評価

Ａ

令和６年度　自己点検・評価調書　　【振興基本計画：基本施策】

基本施策 ④個々のニーズに合わせた特別支援教育の推進

担当課（施設） 学校教育課

計画の
分析と評
価

主な実施内容とその評価

①次年度就学予定児の入学後に必要な支援や環境について、早期から保護者や園と面談を
行ったり、学校見学を計画したり、一人ひとりに寄り添った就学支援を進めることができた。
②教育支援相談員の資質向上のため、幼児の観察や発達検査に関する研修を適宜行った。
③小中学校在籍児童・生徒の「個別の指導計画・支援シート」の作成を行い、きめ細かな支援
の実施につなげた。学校訪問の際には、各学校できちんと作成がされているかの点検を実施
し、教育委員会と校長会が連携して小中の引き継ぎに関する文書を作成した。次年度就学児
の「移行支援シート」を元に、園から小学校、小学校から中学校への移行支援をスムーズに行
うことができた。「教育的ニーズ調査」で支援対象としてあげられた全ての幼児に、教育相談
活動を実施した。
④特別支援教育コーディネーターが、園や学校で中心となって特別支援教育を推進していけ
るよう、年間で3回の研修会を実施した。前年度も同様の回数を実施しているが、令和６年度
は全て参集型で実施し、各園・学校のコーディネーターが日頃の取組や悩みを共有したりグ
ループワークを実施したりする時間を毎回確保したことにより、研修が進んだ。
⑤県高校教育課の特別支援教育に関する支援体制強化事業を活用し、ニーズがあった小中
学校を訪問し、支援体制の充実に向けて指導助言を行った。

計画の実施や目標達成に向けた今後の課題

①②「教育的ニーズとその支援に関する調査」、「就学相談の手引き」、「移行支援シート」をリ
ニューアルし、必要な園児に必要な支援に関する資料が分かりやすく、時間的負担を削減す
る形で作成できるようにした。指導主事による園への丁寧な説明により、敦賀市教育支援委員
会に挙げる対象児の基準差が減少しつつあるが、今後も丁寧な園との連携を実施し、保護者
への理解が進むような取組を実施していく必要がある。
③園で作成する「教育的ニーズとその支援に関する調査」や「移行支援シート」は、保護者の
同意を得ることが前提であるため、園や就学前保護者の特別支援教育に関する理解啓発を
更に図ることが、切れ目のない支援につながっていく。
④特別支援教育に関する知識や技能を相談員間で引き継いでいけるようにした。令和7年度
特別支援の教員免許状保有者は６８％である。専門的知識や経験が不足してる教員へのＯＪ
Ｔや研修会の継続が必要である。また、年々増加している通級児童生徒の支援の在り方（通
級が必要な児童生徒R２年度４1名　R7年度９１名）や、通常学級に在籍している児童生徒の
個別の支援に関する教職員の理解を促していく必要がある。
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（様式２）

令和６年度　自己点検・評価調書　　【振興基本計画：基本施策】

基本施策 ⑥いじめや不登校を予防し、防止する生徒指導体制の推進

担当課（施設） 学校教育課・教育総務課

計画の
分析と評価

主な実施内容とその評価

【学校教育課】
①令和６年１１月、敦賀市重大事態調査委員会からの調査報告書を受け、令和７年１月、敦
賀市総合教育会議において、いじめ対応について、学校と関係機関との連携強化及び事
案発生時の迅速な対応に向けた体制整備の方向性を確認した。
②令和７年２月、教育委員会が、「敦賀市児童生徒の重大事案調査委員会の提言を基にし
たいじめ対策」を制定し、市内全小中学校に対して周知するとともに、本対策に基づき、敦
賀市及び全小中学校の「いじめ防止基本方針」を改定し、「被害者を最優先かつ徹底的に
守り抜く」ことを明記した。
③いじめ・不登校に対する教職員の理解を深め、組織的対応力を高めることを目的とし
て、令和６年４月、文部科学省よりいじめ・自殺等対策専門官を招聘し、市内全教職員を対
象とした研修会を実施した。また、各校で「先生のためのワークブック」を活用する等の研
修を行った。
④各校の人権教育推進計画に、「インターネットによる人権侵害」に関する内容を位置付け
たり、警察と連携して「ひまわり教室」を行ったりするなどして、インターネットや携帯型情報
端末の健全な活用の啓発を行った。
⑤県の事業に基づき、学校復帰を目指す児童生徒や、集団生活や学習が苦手などの理由
から学校や教室に居づらさを感じ、不登校の兆しが見られる児童生徒に対して、市内４小
中学校に「校内サポートルーム」を設置し、支援員を配置した。利用延人数は２，３６６名で
ある（前年度1,322　名）。
⑥「いじめはどんな理由があってもいけないことだ。」と思う子どもたちの割合は、小学校９
５．７％、中学校９７．９％であった（前年度　小学校97.5％、中学校95.9％）。

【教育総務課】
①敦賀西小学校、敦賀南小学校、松原小学校、粟野中学校内のコンピュータ室、相談室等
の教室を校内サポートルームとして整備を行い予定どおり完了した。

計画の実施や目標達成に向けた今後の課題

【学校教育課】
①多様で複雑な環境下にある児童生徒に対して、学校だけでは対応が難しい事例が見ら
れ、関係機関や専門家と連携した対応に迫られている。
③教員一人一人のいじめに対する理解を深め、対応力を高めていく必要がある。
⑥いじめはどんな理由があってもいけないと思う子どもたちの割合が１００％に到達してい
ない。他者の立場に立って考える共感力や、「もし自分がいじめに遭ったとしたら」という視
点で考える想像力等が不十分であったと考えられる。

【教育総務課】
①校内サポートルームで過ごす児童の特性上、他の児童・生徒と接触しない動線や職員室
から校内サポートルームまでの距離等を配慮する必要があり、学校内で適した部屋を選定
する必要がある。
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（様式２）

自己評価区分

Ａ　：　前進

Ｂ　：　維持（前進もしくは後退について判断が難しいものや判断ができないものを含む）

Ｃ　：　後退

課題に対する今後の方向性

【学校教育課】
①「敦賀市いじめ対策連絡協議会等設置条例」を制定し、関係機関との連携強化と事案発
生時の迅速な対応に向けて体制整備を行う。
①学校がいじめを認知した時点で教育委員会に第一報を知らせ、教育委員会においても
学校の初期対応の適正を確認する体制を整える。
②学校のいじめ対応支援のために、教育委員会のもとに「いじめ対応支援チーム」を設置
する。
②いじめの被害に遭い、辛い思いを抱えている児童生徒が、速やかに医療的ケアを受けら
れるよう、「いじめの被害を受けた児童生徒の初診受入に関する要綱」を制定する。
③教職員のいじめに対する理解を深め、対応力を高めるための研修を計画的に実施す
る。
⑥弁護士を活用したいじめ予防授業に取り組む。また、市内全小中学校において、児童生
徒を主体としたいじめをなくす取組（いじめ０宣言など）を行う。

【教育総務課】
①校内サポートルーム設置には、サポートルーム支援員の配属（県事業）が不可欠であり、
学校教育課と連携を図りながら、支援員の配属が決まり次第、学校管理者と現地確認やヒ
アリングを実施し、校内サポートルームの整備を進める。

自己評価

Ｂ
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（様式３）

令和６年度　自己点検・評価調書【振興基本計画：予算事業】

担当課（施設）： 学校教育課

事業名 ソーシャルワーカー配置事業費 継続

　第８次総合計画 １　子育て・教育支援②敦賀で育む教育プロジェクト

予算額 2,976 千円 決算額 2,825 千円 前年度決算額 2,828 千円

　第２期教育振興基本計画 基本施策⑥いじめや不登校を予防し、防止する生徒指導体制の推進

事業目的

事業概要

取組状況

（事業の目的）

様々な環境的要因により学校生活に不適応を起こしている児童・生徒及び保護者との関りを持
ち、環境の改善を図るため。

（基本施策に関連する事業の概要）

様々な環境的要因により学校生活に不適応を起こしている児童・生徒及び保護者との関りを持
ち、環境の改善を図るため、スクールソーシャルワーカーを配置し、関係機関との連携を行う。

（具体的な取り組みの状況・・・実施年月、参加者数、購入量など）

ソーシャルワーカー　２人配置
市内全小中学校への訪問　　　　　143回
指導した児童生徒数（延べ人数）　372人

成果の分析

と評価

（昨年度調書の「今後の方向」で「すぐに取り組む事項」とした内容

今後も継続し、スクールソーシャルワーカーを配置する。

（事業を実施する上で工夫した点や改善した点など）

各校を定期訪問し、教員等から直接気がかりな児童生徒の情報を把握し、家庭等への個別支
援の時間に充てた。

（事業を実施する中で出てきた課題や問題点など）

多様な支援を必要とする児童生徒及び保護者が増加しており、効率的に支援を届けるために情
報収集の仕方等に工夫が必要である。

（総合評価）

初期の段階から気がかりな児童生徒の情報を把握することで、その後の解決あるいは未然防
止において迅速かつ適切な対応につながった。また、ソーシャルワーカーの個別支援や関係機
関との連携などの時間を確保するために、市教委が情報を集約し、ソーシャルワーカーと連携を
図った。

今後の方向

①継続

すぐに取り組む事項（次年度から）

今後も継続して、スクールソーシャルワーカーを配置する。

中長期的な検討課題（３～５年の期間）

県の施策等も注視しながら今後の方向性を検討する。
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